
 
 

銀行名 宮崎銀行 

タイトル オール宮崎産の地ビール製造支援の取り組み 

取組み内容 

 

1.取組み経緯 

・「宮崎ひでじビール株式会社」は、宮崎県内唯一の地ビール・発泡酒専門メ

ーカー。 

・地ビールメーカーでは数少ない自家培養酵母を使用。 

・従来、輸入に頼っていた麦芽を宮崎県産に切り替え、オール宮崎産の地ビ

ールを製造。 

・県産大麦や果樹など地元の素材を積極的に使用して商品開発・製造。 

・増産要請に応じた設備投資を計画 

 

 

2.取組み内容 

 ・工場増設資金の一部について、国の補助事業を紹介し、総務省が本案件を

補助事業として採択。 

 ・設備資金の一部について、当行融資を利用。 

 

 

3.取組み成果 

 ・設備投資が売上増加に繋がり、当社の成長戦略に貢献。 

・県産大麦や果樹などの地元農産物の消費拡大。 

・「地産外消」により大消費地からの外貨獲得。 

・新規雇用者数 11 名。 

・当行との融資取引拡大。 

 

 





 
 

銀行名 宮崎銀行 

タイトル 「妙 見
みょうけん

温泉郷」活性化への取組み 

取組み内容 

 

1.取組み経緯 

・幅広い業種を対象に、株式・社債引受等の多様な資金調達手段を提供する

ことで、地元企業の成長を支援し、地方創生に貢献するため、平成 27 年

10 月に宮銀ベンチャーキャピタル（株）と共同で「みやぎん地方創生 1号

ファンド（5億円）」を組成。 

 

2.取組み内容 

 ・鹿児島県霧島市の妙見温泉郷にある「株式会社おりはし旅館」に対し、抜

本的リニューアル資金を支援。 

 ・「みやぎん地方創生ファンド」「宮崎銀行（国分支店）」「日本政策金融公庫」

の協調で資金対応。 

・ビジネスマッチング（ホームページ作成業者の紹介）、グループ会社である

宮銀リース、宮銀カードの紹介等、資金対応以外の面でも支援。 

 

3.取組み成果 

 ・当旅館を含めた妙見温泉郷は、霧島と並び立つ当地観光の要であり、地域

経済・観光の活性化および雇用の創出に繋がっている。 

 

～ 参 考 ～ 

・創業明治 12年、いで湯の里と称される妙見温泉郷で最古（発祥）の宿。 

・創業の発端である「キズ湯」を活かした湯治場として人気。 

・天降川河畔、奥山をとり巻く７万坪余りの広大な敷地に点在する新旧の宿、自

然林、渓流の風情あり。 

・源泉 100％の湯殿と露天風呂、地元鹿児島の食材を活かした、おもてなしの料

理を提供。 

・鹿児島空港より車で約 20分、ＪＲ隼人駅より車で約 15分と立地良好。 

 





 
 

銀行名 宮崎銀行 

タイトル みやぎん女性活躍推進プロジェクト“Blue Wings”(ブルーウィングス)を発足 

取組み内容 

 

1. 取組み経緯 
・平成27年9月、女性が活躍できる社会づくりを応援するため、当行のイメー

ジカラー「ブルー」と羽ばたく翼をイメージした、みやぎん女性活躍推進プロ

ジェクト“Blue Wings”(ブルーウィングス)を発足。 

・商品やサービスを通して、女性の創業や、働く女性とその子育て等を応援する

取り組みである「北ウイング」と、行内の女性の活躍機会を拡大する取り組み

「南ウイング」を軸に施策を実施し、地域の女性活躍推進ならびに女性が活躍

できる企業風土の構築を目指すもの。 

 

2. 取組み内容 
＜北ウイング＞ 

・女性経営者のコミュニティ創出や、地域経済の活性化を図るため、みやぎん女 

性経営者の会「彩色賢美（さいしょくけんび）」を発足。 

・電話医療健康相談サービスや個人賠償補償が付帯された子育て応援ローン等 

女性を支援するローン商品を新設。 

＜南ウイング＞ 

・法人営業や市場部門等を担当する女性営業推進チーム「フェニックスブルー」

を結成。 

 ・女性行員による勉強会等の企画運営を行う「女志リーダーズ」を発足。 

 ・人事部内に配置した女性活躍推進担当者による産休前・復職前の面談や、研修

の実施のほか、育休者座談会「ラ・メールの会」を開催 

  ※ラ・メールとは、フランス語で母、海を表す 

 

3. 取組み成果 
 ・女性営業推進チーム「フェニックスブルー」による新たな取引先に対する提案

や、営業活動にて案件成約。 

 ・女志リーダーズの活動範囲を宮崎県・鹿児島県内11地区に拡大し、定期的に

勉強会等を開催。 

 ・産休・育休取得者の職場復帰率100％。 

 





 
 

銀行名 宮崎銀行 

タイトル 地元優良企業同士のМ＆Ａにて「後継者不在」企業を支援 

取組み内容 

譲渡企業    ：Ａ社（飲食業） 

譲受企業    ：Ｂ社（サービス業） 

動機      ：後継者不在 

支援方法    ：全株式譲渡によるМ＆Ａ 

 

1.譲渡企業（Ａ社） 

（1）取組み経緯 

・後継者不在による譲渡ニーズがあることを確認。 

・初期相談から3年間かけて、アドバイザリー契約を受託。 

・その後、6ヵ月かけてクロージング。 

（2）取組み内容 

  ・Ｍ＆Ａによる事業承継の支援。 

・Ｍ＆Ａによる事業承継のメリットや、成功事例を紹介。 

・初期相談からクロージングまでの期間、営業店担当者および営業統括部（事

業承継・Ｍ＆Ａ支援室）にて経営者をフォロー。 

 

2.譲受企業（Ｂ社） 

（1）取組み経緯 

・Ｂ社に対する事業性評価にもとづき、買収ニーズを把握。 

・譲渡先情報を提供。 

（2）取組み内容 

  ・Ｍ＆Ａの支援。 

 ・Ａ社（譲渡先）の情報を提供し、アドバイザリー契約を締結。 

・その後、6 ヵ月かけて営業店担当者および営業統括部（事業承継・Ｍ＆Ａ  

支援室）にてクロージング。 

 

3.取組み成果 

・譲渡企業（Ａ社）従業員74名全員の継続雇用。 

・地域企業の存続（廃業の阻止）。 

・譲渡・譲受企業両社の更なる発展。 

・譲受企業（Ｂ社）に対する融資取引が発生。 

 



 

銀行名 宮崎銀行 

タイトル 
第二会社方式による私的整理と、経営者保証ガイドラインを活用した経営者保証 

解除の事例 

取組み内容 

１．取組み経緯 

・新規開業当初から運営する介護施設の業績低迷。 

・行政の監査で事務不備を再三指摘され、一部介護事業の指定停止および 

 介護報酬返還の行政処分を受け収益圧迫。 

・経営陣の経営能力不足から事務不備再発のリスクを内包。行政監査にて 

 再度、事務不備指摘の場合は介護事業の指定取り消しの可能性大。 

・以上の状況を踏まえ、事業を適正に運営できる事業者（スポンサー）へ 

 事業を譲渡することが最善策と再生支援協議会の下で判断。 

２．取組み内容 

・債務者については第二会社方式による私的整理案を、保証人については 

 経営者保証ガイドラインを活用した保証債務整理案（再生計画一体型） 

 の検討を開始。 

・複数のスポンサー候補があったが最終的に1社に絞られ、第二会社方式 

 による私的整理スキームにて債務者の事業全部をスポンサー企業へ譲渡。 

 譲渡代金にて金融債務等の返済を行った後、特別清算申し立て。 

・主債務の私的整理と並行して連帯保証人の保証債務免除も進捗。 

・表明保証による所有資産は自由財産の範囲内で弁済なし。主債務の私的 

 整理の中で、担保差し入れしていた保証人親族が所有する非事業性資産 

 については、担保評価相当額を金融機関へ弁済し担保解除。 

３．取組み成果 

・私的整理によりスムーズにスポンサーに事業譲渡が行われ、雇用の確保 

 および介護施設入所者の生活が守られた。 

・再生支援協議会関与の下、経営者保証ガイドラインに基づき、表明保証 

 を徴求し、全金融機関が同意の上、保証債務免除。 

 

 
 
 


